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第２回能代・山本地域医療構想調整会議 議事要旨 

 

１ 日 時  令和７年３月２１日（金） 午後５時から午後７時まで 

２ 場 所  オンライン会議 

３ 出席委員 委員１８名中１５名出席（代理出席者を含む。） 

 

４ 議事等 

(１)協議事項 

① 外来医療計画の推進について 

【事務局】 

（資料により説明） 

 ※委員会から意見なし 

 

②来年度以降の地域医療構想について 

【事務局】 

（資料により説明） 

 

【ＪＣＨＯ秋田病院長】 

・地域医療構想において連携を組むにあたって、例えば回復期を少し広げる際にリハビ

リの部屋を広げなければいけないとか、病病連携を密にするために下り搬送用の救急車

が必要であるといった設備投資の予算が必要になってくると思う。 

・国からはそういうものに積極的に取り組むことに対する予算を出すという提示はされ

ていないのか。 

 

③モデル推進区域に係る区域対応方針について 

【事務局】 

（資料により説明） 

 

【島田病院長】 

・当院はどちらかというと３病院から認知症患者を受ける立場にある。 

氏　　名 役　　職　　等 氏　　名 役　　職　　等

工 藤 茂 将 能代市山本郡医師会理事（有床診療所代表） 菅 原 裕 宏 全国健康保険協会秋田支部業務部長

大 塚 博 徳 地域医療機能推進機構 秋田病院長 岩 村 庄 英 特別養護老人ホーム「もりたけ」施設長

太 田 原 康 成 能代厚生医療センター病院長 門 田 真 藤里町地域包括支援センター所長

加 藤 裕 治 郎 能代山本医師会病院長 堀 井 智 昭 能代市市民福祉部健康づくり課長

郡 司 啓 文 島田病院長 細 田 孝 広 藤里町町民課長

小 林 聡 能代市・山本郡歯科医師会長 小 松 仁 三種町健康推進課長

小 笠 原 達 志 秋田県薬剤師会能代山本支部副支部長 菊 地 俊 平 八峰町福祉保健課長

熊 谷 真 理 子 秋田県看護協会能代・山本地区理事
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・できる限り要望に応えて速やかに転院を進めたいという方針でいるが、伺っていると

ころでは特段疑問に思うところはなかった。 

 

【能代山本医師会病院長】 

・外部コンサル等を入れて進めていくわけだが、このコンサルの費用はずっと潤沢にい

ただけるものか。結構高いという話だがそのあたりはどうか。 

 

【県医務薬事課長】 

・コンサルタント料金が高いというのは伺っているが、県として一定の支援制度を設け

たいということで当初予算で検討したものの、知事選があるということで 6 月補正予算

で計上したいと思っている。具体的に制度化・予算化できたら改めてアナウンスさせて

いただきたい。 

 

【ＪＣＨＯ秋田病院長】 

・私も加藤先生の意見と似ているのだが、国が進めるモデル推進区域になったことによ

る利点というか、いいことは何かあるか。 

 

【県医務薬事課長】 

・モデル推進区域であることのメリット・優位性について支援制度に繋げられないかと

いうことで、医政局の方々とお話する機会があるのでその辺を十分伝えて、支援メニュ

ーにつながるよう要請していきたいと思う。 

 

【能代厚生医療センター病院長】 

・私も今まで発言があった通り、地域医療介護総合確保基金は少し使いにくいと思って

いる。 

 

(２)報告事項 

①地域医療構想に係る医療機関の対応方針について 

【事務局】 

（資料により説明） 

  ※委員から意見なし 

 

②病床数適正化支援事業について 

【事務局】 

（資料により説明） 

※委員からの意見なし 
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(３)その他 

【島田アドバイザー】 

・本日の協議事項の区域対応方針の中で、2番の現状と課題を見ると、現況や課題を共有

しその解決に向け議論している、また病床の転換等も進んでいるということで、この地

域は自主的に前向きに進めていると理解している。 

・さらに3番の今後の対応方針で、地域医療連携推進法人の設立に向けた協議を進めてい

るということは非常に心強く思っている。 

・実際、昨年の4月に秋田県初の地域医療連携推進法人が認可されており、現在大館市と

横手市で申請中ということで認可待ちとなっていると理解している。さらにこの地域が

認可されることを期待している。 

・対応方針の中に、３病院が中心で他の医療機関等の参画を進めていくとあるが、森岳

温泉病院の郡司院長も参加したいという意向と聞いているので、病院だけでなく診療所

や介護施設も含めて広く進めていただければありがたいと思う。 

・また、地域医療連携推進法人の中で成功例とされている山形県の日本海ヘルスケアネ

ットでは、フォーミュラリを進めてかなり効果があったと聞いている。 

・推奨薬をいくつか決めることによってかなりの効果があったということで、この地域

医療連携推進法人の中でそういうフォーミュラリができるといいし、さらに入っていな

い医療機関も含めた地域フォーミュラリができればかなり期待できると考えている。 

・非常に自主的に進んでいるので、ぜひこの動きが進んでいけばと期待しているところ

である。 

 


